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同志社理事・新渡戸稲造と
妻・メリー(萬里子)

Neesima Room企画展

『同志社山脈』の世界展のお知らせ

今秋、同志社が刊行する 1同志社山脈一Π3人のプロフィールー」

(晃洋害房)の出版を記念して、同書で取り上げた同志社関係者の写

真や資料などを展示しておゆます。なお、会期中Π月3臼から30日

までアーモスト大学ジョンソンチャペルの有名な新島襄肖像画を特

別展示いたします。日本初公開です。 '1,

<期問> 2002年] 0月1日(火)-2003年2月28日(金)
<時問> 930-】 700 (土曜日は正午まで、日曜日は]000から)

<会場> NeeslmaRoom (大学今出川校地ハリス理化学館部皆)

<閉室白>祝日、 11月29日、 12月25日 1月5日

<申込>事前申込不要・入場無料

<お問い合わせ先>同志社社史資料室 Tel.075-251・3042
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